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齢の SHRに BJ混餌食、BJV混餌食及び対照食を 4週間自由摂餌させ、0、7、14、21及び 28日目に tail-cuff
法により血圧を測定した。また、給餌後 28 日目に胸部大動脈と血液を回収し、単回投与試験と同項目を測
定した。その結果、単回投与試験の血圧において、BJ群、BJV群及び BJ-PPh群は、対照群に対して有意
な血圧降下作用を示した。また、BJ 群と BJ-PPh 群は同等の効果を示し、BJV 群は BJ 群に対して協奏的
な効果を示すことを見出した。さらに、胸部大動脈と血液において、BJ群、BJV 群及び BJ-PPh群は、対





収縮期血圧（SBP）120-172 mmHgを対象に、ボイセンベリー濃縮果汁 30 mL/日を毎日摂取し、摂取後 0、
1、14及び 28日目に FMD及び SBPを測定した。各測定日には、摂取後、0、1、2及び 3.5時間後に各項




3.5時間の SBP変化の間に負の相関関係が存在したことから、試験開始 28日目において空腹時 SBPが高い
被験者ほど BJ摂取後の SBPが低下し、摂取前の SBPが正常血圧付近の被験者においては SBPの変化が少
ないことを見出した。
 審   査   の   要   旨 
近年、生活習慣の多様化や高齢化に伴い、生活習慣の改善や疾病予防に期待が寄せられている。現在、日
本における死因別上位である循環器系疾患は、悪性新生物に相当し、機能性食品による循環器系疾病の予防
及び改善が求められている。本論文は、BJ 及び BJ-PPh の急性及び慢性の循環器機能改善効果を初めてラ
ット及びヒトにおいて評価した。BJ中のポリフェノールは、主要活性成分であることが示唆され、BJは酢
酸と混合することにより効果を示し、BJ 飲料の利用性が示された。また、ヒト予備試験から、約 180 mL
の BJ を 28 日間摂取することにより、血管拡張反応に効果を発揮することを明らかにした。したがって、
BJ 摂取の循環器疾患改善効果を示し、機能性食品への応用に重要な知見を得ていることから、本研究成果
は循環器疾患に関わる機能性食品開発の発展に大いに寄与するものと思われる。
平成31年 1月 25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
